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1。 は じ め に








よって占いをするのが主な機能である。 この ような「ソン・ムーダン」類 もまた中部および北部地
域 に主として分布しており、南部地域 と済州島にも時折見出される。「菩薩」の場合 も菩薩が降りた
といい、菩薩を（モムジュ神3)」として受入 れ、仏壇を構え、仏教的な色彩を標榜するムーダ ンであ
る。このようなポサルの場合は、降神体験 を通じて霊力 を得たが、正統な クツを行なうことができ
ず、巫俗 の基盤の上 に簡単な仏教的儀礼を加味して祭儀を折衷 的に行なっている。菩薩 は後になっ
て変形したムーダンであると考えられる［金泰坤1982:35-36 ］。
（2）タンゴル型とは、血統にしたがっ て代々祭司権が継承され、人為的に成巫した世襲巫であり、
一定の管轄地域 とその管轄地域に対 する祭司権が血統にしたがって継承される。このような巫 には
全羅道地域の世襲巫「タンゴル」および慶尚道地域の「ムーダン」がい る。降神体験がな く、霊力
を有してはおらず、歌舞により正統な祭儀を行なう。
（3） ミョンド ウ型とは、人間の死霊 が降神 するという体験 を通じて成巫した巫であるが、降神し
た死霊 は血縁関係のあ る幼い子供が死 んだ霊 であり、大概は7 才未満の死霊で、場合によっては16
才前後の死霊の場合もある。ミョンド ウ型の特徴は、体 に憑依した死霊を自宅の祭壇に祀 り、必要
時にはこの死霊を呼び、霊界および未来に起 こる出来事を探知させて占い を行なうことにある。女
児の死霊を「ミョンド ウ」、男児の死霊を「トンジャ」または「テジュ」といい、これらの死霊が憑
依した巫 もそれぞれ「ミョンド ウ」、「ト ンジャ」 または「テジュ」と呼ぶ。このようなミョンド ウ
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に災いが生じ、占いをしてみると祖先の中に魂を洗ってもらえずに極楽に行くこ とのできない者が
いるためであるとの結果が出た場合、予め日を決めて実施するナルバジ・シッキム・クッ、葬儀の
際、出棺の前夜に行なうクァンモリ・シッキム・ クッ、結婚前に死亡した男女を死後結婚 させ、 そ
の魂 を洗ってやるチョスン・ホンサ・クッなどがある。彼女の実施するクッの詳細については別 に
報告したことがあるL 川上1997a 、1997b ］ので、 ここで は世襲巫 の実施するナルバジ・シッキム・
クッとの比較を通じて、彼女が実施するナルバジ・シッキム・クッの特徴について記し てお く6)。
先行報告書［趙慶万1988 、土佐1989 ］により世襲巫が行なうナルバジ・シッキム・ クッの構
成を示せば、（I）竃神への儀礼であるチョワンバン、（2）ソンジュにクッの実施を告げるアンタン。
（3）客死した者の魂を招くホン・マジ、（4）亡者、祖先、友人などを招くチョガマンソク、（5）ソ
ンニム（天然痘の神 もし くは遠い親戚 と友人）を招くチョオルリギ、（6）ソンニムを迎え入 れるソ
ン・クッ、（7）ソンニ ムを送り返すソンニム・ヨウィギ、（8）家庭 に繁栄 と豊饒を授ける帝釈クッ。
（9） シッキム（洗う）の対象となる亡者以外の祖先 を供応して送 り返す先堕 （ソニョン）モシギ。
（10） ノク（白紙を切り抜いて作った死者の魂を象徴するもの）を紙銭（細長い白紙 を束ねて房状
したもの）で引 き上げて、亡者の魂が動けるようになったことを示すノク・オルリギ、（11）亡者が
各種の難関を越えて、無事に極楽 まで行くことを祈願するヒソル、（12）亡者の魂 を洗 うシッキム。
（13 ）白布 に結び目を付けて、それを振って解くことにより亡者の苦を解くコプリ、（14）亡 者が極
楽へ行く道を磨 くキル・タックム、（15 ）あの世からの使者のための儀礼チョンチョン・メギの順で








る。K ．0 は37、38 才の頃、1 年間ぐらい古郡面に住んでいた世襲巫について廻ってクッを習った経
験があると語っており、彼女はシッキム・クッの各コリの構成面では世襲巫の クッから逸脱 する事
なく、 それを踏襲しているといえそうである。
し かし世襲巫によるクッでは巫 歌が質、量共に豊富に歌われるのに比べて、K.O は経文を多用し、
巫歌を詠ずるとしても、それらの巫歌は大分簡略化されたものであ るという相違点 も伺 われる。例
えば、K.O はシッキム・クッを実施 するに先立って、「墓のある山の神 に儀礼を行ない、 また死者
の墓に向かって霊を迎えると共に、その墓所が明堂 （風水地理から見て適切な場所）であることを
告げるため」（K ．0 談）に山神と死者に対し て各々儀礼を行なうが、山神への儀礼では「山王 経」
「山霊呪」「ソンウォンプリ」などの経文を、墓の死者への儀礼では「千手経」「般若心経」「四方賛」
「ド リャン賛」などの経文 を唱 える。 また家庭に繁栄 と豊饒を授ける帝釈クッの場合、世襲巫 によ
川上 ：現代 韓国 社会 にお け る巫 俗儀 礼の一 考察 一全 羅南 道珍 島 の事 例か らー 39
るクッではヽ 帝釈の巫歌に登場 する僧の来歴、僧の下降、山川や寺 の遊覧、クッを行なう家に来て
の念仏ヽ 明堂を探す、土地の地固め、家建て、立春貼り、布施を受 ける、業（福）を招き入れる、
堂山ノリ、軍雄 ノリなどの巫歌が歌われる［趙慶万1988 ］。他方、K.O はそれらの巫 歌の全 てを
歌うのではなく、そのうち明堂、念仏、布施、業などの巫歌を歌い、その内容 も世襲巫の歌に比べ
れば大分簡略化された もののようであ る。巫歌の簡略化 と経文の多用はK.O の実施するクッの全
般にわたって見られる。
世襲巫とK.O の最 も顕著な違いは、招いた祖先を供応する先螢モ シギにおいて、 ソンジュや祖
先、シッキムの対象者がK ．0 に憑依し て第一人称で語る口寄せが行なわれることである。世襲巫に
よる先埜モシギは、 ソンジュへの供応の後 にシッキムの対象 となる者以外の祖先を巫歌 と踊りで供
応して送り返 すものであり、祖先たちが世襲巫に憑依することはない。K ．0 は祖先の口寄せの重要










れてある。策の中には米が盛られ、 ノクが置かれる。（ホ）ヨンド ン。 ゴザなどの上に亡者の韓服を
広げ、韓服を中にした ままゴザを巻い て筒 を作り、 その筒を立てて、その先端 に麹、ノクを入れて
蓋をした金属性の飯椀、鍋の蓋の順 に重ねて作った人型をいう。 この人型を蓬を浸した水、香 を浸
した水、清水の3 種類で拭 く。（へ）木綿の白布。コプリでは白布 に結び目を付け、それを振っ て解
くことによって亡者の苦が解かれたとされる。 キル・タックムでは遺族たちが白布の両端を持って
ピンと延ばして張り、亡者が行くあの世 への道 とされる。 また ホン・マジの際には地面に敷かれ、
魂がやってくる道 とされる。（ト） シッキムの対象となる亡者のた めの韓服。 シッキム・クッの際に
は、祭壇の後ろに立てられた屏風の向かって右側 に掛けられる。（チ）金属性の飯椀に米を盛り、 そ
こにローソクを立 てると共に、匙の柄の部分を上 にして差したものをエク・クル（厄の器）という。
家族1 人 に1 つ用意され、匙の柄 にはその者の年齢の分だけ紡 んだ白糸が巻 きつけられる。家族の
厄 を祓 うための ものである。
次にK.O のシッキム・クッで使用される楽器を紹介すれば、（i ）チン（銅鋸）、（ii ）チャンゴ
（杖鼓）、（iii）アジェン（牙筝）、（iV）ビリ（縦笛）、それに（V ）バラと呼 ばれるシンバルのよう
な楽器の代 わりに金属性の飯椀の蓋が使用される。帝釈クッでは、K ．0 は飯椀の蓋 を両手に1 つず
つ持ち、それを叩 き合わせながら歌い舞う。服装に関しては、K ．0 は白色のチマ・チョゴリを着用
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し、 その上にチャンサム（長杉） と呼ばれる白色の上衣を着るときもあ る。そしてコッカル（白紙
で作った被りもの）を被る。チャンサムやコッカルは僧侶 を表す服装とされる。K.O のシッキム・
クッで使われる用具、楽器、服装 は世襲巫のクッで使用される もの［李鐘哲1988 ］とほぽ同じで
ある。
〈事例2 〉S.S （39 才）
珍島郡の出身。結婚後、珍島郡 智山面で暮らしてたが、31 才 の時に珍島で成巫式を行なう。成巫
式 を行なってくれたのは事例3 のOS で ある。97年8 月 には珍島郡智山面にあ る家 を離れて、珍島
邑 に別に家を購入し、依頼者を受 ける場所としている。s.s
は、成巫後、占い師 として暮らしてい くのではなく、同じ巫儀を行 なうならば珍島の伝統的
な巫儀であるシッキム・クッを正式に習いたいと思う ようになり、世襲巫（死亡）に就いてシッキ
ム・ クッの習得 に努めると共に、92 年からは、珍島の民俗芸能 の保存・振興を目的 とする珍島文化
院において、国指定の無形文化財第72 号であるシッキム・クッ伝授の教習を受 けている。 また住民
から依頼がある場合には、男性楽士たちと共 に各種シッキム・クッを実施してい る。s.s は構成、
巫歌 においても世襲巫が行 なうクッを踏襲している。さらに事例t のK.O とは異なり、s.s は クッ
の中で口寄せを行なわず、できる限り世襲巫のシッキム・クッに近づこうとしてい る。 また、クッ
で使用 される用具、楽器、服装も世襲巫の ものと同一である。 楽器については、帝釈コリで世襲巫
が使 用するチョンジュという ものをs.s も使用している。それは真鐘の鉢に紐を付け、紐の先に鹿
角を結 んだもので、その鹿角で鉢 を叩きながら巫歌を歌う。
〈事例3 〉O.S （57才）
珍島郡智山面 の出身。 結婚後、智山面で暮らしてい たが、32 才のときに珍島で成巫式 を行なう。
夫の父 （死亡）は珍島でも有名な読経師であり、家には夫の父が使用していた経文集が多数残って
いる。現在も智山面に居住している。 クッを行なう際には、巫歌や踊り、口寄せを行なうことので
きる降神巫 を招 き、その者 にそれらの役割を任せ、0．S自身は読経を担当 する場合が大部分であ る。
彼女 が経文を唱 えることを主な役割 とするのは、読経師 として有名であった夫 の父の影響であると
語っている。
ここではo.s によるクッの事例 として、1997 年8 月17 日に珍島郡智山面下宝田里のある家で、嫁
を迎えることができないでいる息子に幸運を招く目的で、46 才で死亡した父の恨 みを解 くために行
なわれた祖先プリについて紹介する。今回のクッはo.s が依頼 されたものであるが、彼女は自分 に
成巫式を行なって くれたC 巫女（珍島出身で、珍島 に居住していたが、96 年からソウルに移ってい
る）をソウルから呼 んで一緒に行なうことにした。o.s の夫 も楽士 として参加した。
午後4 時、2 人の巫女、母、息子の4 人が父の墓所 に到着し、墓の盛り土の上から上手に白布 を延
ばして置き、その先に多少の供物が置かれる。山神への祈祷が始 まる。2人の巫女は四方 に合唱礼拝




ら延ばされてあった白布に結び目を付けヽそれを振って結 び目を解くことを3 回繰り返 す。2人の巫
女が礼をして終わる。午後4 時40 分、o.s は供物 が置かれた父の墓の前に坐 り、銅躍を叩 きながら
「各道関山神問呪」「安宅および動土」「重服 経」などを唱える。C 巫女は白布 に結び目を付け、息
子に白布の一方を持たせて、振って結び目を解 く。 また白布 に結び目を付けて、今度は後ろから息
子の首に白布をまわして振って結び目 を解き、解いた白布で息子をさする。それをもう一 度行なう。
次に白布で息子の背から腹にかけてさすった後、米を周囲に撒 く。午後5 時5 分に終了する。0 ．S
は山神に供えた供物を周囲に撒く。
依頼者の家 に戻り、2人の巫女は白紙で紙銭、ノク、韓服 を作る。部屋に屏風 を立 て、向かって左
に祖先のための膳、右に ソンジュのための膳が用意される。祖先の膳 には酒杯が13杯置かれる。エ
ク・クルッは5 つ置かれる。
午後8 時45 分、C 巫女が膳の前 に坐って、銅鋸を叩きながら経文 を唱 える。楽士はチャンゴを叩
く。 この儀礼は、巫女によれば「祖先 を呼んで、坐って食べて、家庭の願い事が成就するように祈
るものである」という。午後9 時に終了する。
午後9 時5 分、o.s が膳の前に坐り、銅鋸を叩 きながら依頼者の家の住所、姓氏を唱え、「千手経」
「開法蔵真言」「神妙成造陀羅尼」「竃王経」「般若心経」「仏説成造経」「仏説百サル神呪経」「一切
四柱不浄サルプリ」などを唱え、午後9 時55 分に終わる。
午後10 時10 分、C 巫女が紙銭を持っ て立ち、膳に礼をし て唱え言をする。楽士はチャンゴ、o.s
は銅鍾を叩 く。やがてC 巫女は母に向かって「私の子孫よ。心配するな。 金が稼げる」などと語り
始め、母は「息子が結婚するように。 息子の結婚が問題だ」などとC 巫女 にいう。父がC 巫女 に憑
依した模様である。C 巫女が「服をくれ」というと、o.s は白紙で作った韓服を渡す。C 巫女が紙
の服 を持って歌い、母から渡された酒杯を飲 み干 す。C 巫女は息子に酒を要求する。息子から酒杯




次に、C 巫女が結び目を付けた白布 を持って歌い、踊る。踊 り終 わると、白布の一方を息子に持
たせ、2 人で振って結び目を解く。これを3 回繰 り返 す。続いて息子を坐らせ、ノクを息子の頭の上
に載せ、その上から紙銭を被せる。紙銭を揺すりながら引き上げるとノクも紙銭について上がって
くる。紙銭で息子の体をさすり、紙銭を両手に持って踊る。午後11 時15 分に終わる。
午後H 時35 分、庭に多少の供物を用意した膳を出して、その前に息子 を坐らせる。0 ．Sは銅鍾 を
叩く。C 巫女が大型の刃物 を持ち、息子の周囲で振り回し、息子に突 き刺す真似をした後、刃物 を
前方に投げる。C 巫女はその刃物で庭、門、壁などを突 き刺す真似をする。次に包丁を持って息子
の頭の上で振 り回してから、包丁を前方に投げる。2回目投げたときに、包丁の先が前を向いて落ち
る。最後にクッで使用したものを門の外の道に出て燃やす。午 前O 時5 分に終了 する。
以 上紹介した事例から、o.s によるクッの特色を記せば次の ようになろう。先ず、クッの構成面

































































びはねる。p.S は鈴を振って踊る。p.s は白衣を脱いで次男に着せ、数珠を持たせる。PS がシン
バルを叩き合わせると、次男は跳びはねる。しばらく跳びはねた後、次男は座り込む。次男に水を
飲ませ、踊りを勧めると、次男は手を叩きながら跳びはねる。p.s や楽士の説明によれば、このコ
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午後8 時22 分、チョオルリギが行 なわれる。これは神霊たちを席に招く儀礼の由。
午後8 時30 分 から午後8 時50 分 まで、ソンニムが行なわれる。p.s は膳 に向かって坐り、 太鼓 を
斜 めに立てて持つ。太鼓 を持つ手にはゾンデが握られている。太鼓を叩きながら歌を歌う。 神霊や
お客 を席に着かせるための儀礼という。
午後8 時 から午後9 時 まで、ソンニム・ヨウィギが行なわれる。お客を送る儀礼 の由。PS は紙
銭 とゾンデを持って踊り、玄関に向 かって紙銭を振る。
午後9 時から午後9 時45 分 まで、帝釈クッが行なわれる。p.s は「七星様がいらっしゃった」 と
歌い始め、念仏、明堂探し、土地の地固め、家建て、布施、業 （福）などの歌 を歌い、最後に干物
の魚を持って歌い、踊る。
午後10 時25 分から、ソウル式 の祖先プリ（プリとは解くの意で、祖先の恨 みや思いを解 くの意）
が行 なわれる。p.s は赤色の上衣の上に青色の袖無しの上衣を着て、刃物 を持って踊り、刃物で壁
を叩 き、また米 を撒く。p.s に神将が憑依し、次男と一緒に跳びはねる。刃物 を玄関 の外に投 げる。
次に扇 と鈴 を持ったPS が跳び はねて旋回するたびに、12 代前、11 代前、10 代前、9 代前、8 代前、
フ代前、6 代前、5 代前の各祖 先が憑依して、母親に向かって口寄せが行なわれる。口寄せの最後に
は「心配 するな」といって、憑依した祖先がp.s を離 れる。続いて高祖父母、曾祖母、祖母が次々
に憑依し、そのたびにp.s は用意してあった韓服を持って踊り、手にした韓服で母、次男、次男
の嫁を祓う。祓うのに使 われた韓服は玄関の外に置く。p.s が男用の韓服を持って踊り旋回すると、
亡父が憑依して母や次男の嫁 に語る。母や嫁は「息子を良くしなさい」 といい、PS は手 にした韓
服で彼女たちを祓う。 このコリの最中には、息子のいない祖父の兄弟や、幼くして死亡し た曾祖父
の子供、祖父の兄弟、次男 の母方の叔母などもp.s に憑依して登場した。午後11 時15 分に終了した。
その後、シッキムやキル・タックムな どシッキム・クッの後半部分が行なわれた由8)。
以上紹介した事例から、PS によるクッの特色 について考察してみる。先ず事例で紹介した クッ
の構成 を整理すると次のようである。（1） クッの開始に先立って不浄を祓う、（2）山神や遠い祖先
を迎 え、 クッの開始を告げる、（3）五方旗 による占い、（4）三枝槍による占い、（5）七星、 帝釈、
山神、軍雄、亡者 を招 くと共 に、 次男に各祖先を憑依させて各祖先の恨 みを解く、（6）チョガマ ン
ソク、（7）チョオルリギ、（8）ソンニム、（9）ソンニム・ヨウィギ、（10）帝釈クッ、（11）p.s




キム・クッが行なわれていることになる。 またシッキム・クッの先堕モシギに該当す る部分で は、
ソウル式の祖先プリが行なわれている といえるであろう。 ソウル式コリと珍島シッキム・クッとの
併存は、構成の面だけでなく、用具、楽器、服装 の面で も見 られる。ソウル式の部分では、シンバ
ルによるテンポの速い騒々しい音楽の中でp.s が跳びはね旋 回して神霊の憑依 を受けている。服装
において も、p.s は各コリにしたがって赤色や青色の服に着替えるなどのソウル式の特徴が見られ
一 一







































































川上： 現代 韓国 社会 にお け る巫 俗 儀礼 の一 考察 一全 羅南 道珍島 の 事例 から 一
経済的利益を求 める世襲巫側の動機が作用している可能性 も考えられる。4.















































） ソウル式のクッに関しては、［金泰坤1981:357-385 、重松1981 、Kendall1985:1-22 ］などを参照された
し％10
）崔吉城 も、全羅南道の一漁村での調査を通じて、同村でも世襲巫の衰退とともに降神巫の進出が顕著になっ
ているが、降神巫の行なう儀礼は世襲巫による儀礼を基本型 とし ており、これは世襲巫 と降神巫 との葛藤の次
元を超え、信仰の主体が村人たちであるということを意味していると指摘している［崔吉城1994:352-353 ］。
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intoChindoIsland.However,sinceclientsprefertotheritualofChindoIsland
style,shecannotperformtheritualofSeoulstyle.Thereforesheperformstheritual
thatSeoulstyleandChindoIslandstyleco-exist.Also,clientswhoremovedfrom
ChindoIslandtosomewheremayinvitetheinspirationalshamanfromhometown,
ChindoIsland,inordertosponsortheritual.Insuchacase,theritualofChindo
IslandtypemaybeperformedoutsideofChindoIsland.0ntheotherhand,there
istheinspirationalshamanwholivesinoutsideofChindo!slandisacquaintedwith
thehereditarypriestessinChindoIsland.Whentheyperformtheritualtogather,they
performtheritualthatSeoultypeandChindoIslandtypeco-exist.
KeyWords:modernKoreansociety,shamanritual.Seoulstyle,ChindoIsland
style.co－existence
